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番号 意見の要旨 区の考え方

1 　占用許可基準には、「緊急の場合に備え、
原則として、市街地にあっては最低30ｍごと、
その他の地域にあっては約50ｍごとに横断
場所を確保しておくこと」とあるが、どのように
横断場所を確保するのか。

　活用予定場所には、南北方向に抜ける８本
の区道が既に整備されています。
　また、現在フェンスで囲われている場所にお
いても、新たにひろばとして使用するオープン
スペースを３箇所整備する予定であり、自由に
通行することができます。
　施設整備においても、各施設の南北両側に
は出入口を設けており、緊急時には施設内を
通り抜けることが可能です。また、高齢者セン
ターおよびリサイクルセンターの渡り廊下の両
側面に、緊急時に通り抜け可能な扉を設置し
ます。

2 　占用許可基準には、「天井は、原則として高
架の道路の桁下から1.5ｍ以上空けること」や
「壁体は、原則として、高架の道路の構造を
直接利用しないものであるとともに、橋脚から
1.5ｍ以上空ける」とあるが、どのように離隔を
確保するのか。

　整備予定施設のうち、高齢者センターやリサ
イクルセンターの渡り廊下など、高架道路から
の離間距離が1.5ｍ未満である箇所について
は、各所において点検等が実施可能であると
ともに、機械を用いる補修工事により離隔が
必要となった場合に取り外し等ができる構造
にすることにより、NEXCO東日本の指示に
従って離隔を図ることができるよう設計してい
ます。

3 　高架道路の老朽化が心配である。 　活用予定場所における高架道路について
は、日常的な点検とともに、目視点検を年１
回、たたき点検等による詳細な全体点検を５
年に１回の頻度で実施し、必要な補修を行っ
ていることをNEXCO東日本に確認していま
す。また、今後、新たな点検要領に基づき点
検が行われると聞いています。

4 　大地震の発生を想定した高架道路の安全
対策はどのようになっているのか。

　活用予定場所の高架道路は国の技術基準
に則って耐震補強工事が行われており、東日
本大震災後である平成24年に改訂された基
準で想定されている地震動に対する耐震性
能を有していると、NEXCO東日本に確認して
います。

5 　施設整備により周辺の環境が悪化するので
はないか。

　区が平成23年２月および８月に実施した、騒
音・振動・大気汚染・通風・側道交通量の環境
影響調査では、現況は環境基準等を満たして
います。また、整備予定施設は、近隣住民の
利用を主体とした施設であり、駐車スペースに
ついても必要最小限とするため、側道交通量
はほとんど増加せず、環境悪化には繋がらな
いものと考えています。

6 　施設利用者が来館することによって側道の
通行人が増えることが想定されるが、交通安
全対策を考えているのか。

　施設利用者の動線については、敷地内南
側に施設への出入口を配置するとともに、植
栽で車道と分離した歩行空間を設けます。ま
た、交通管理者との協議により、各歩行空間
を繋げる横断歩道の新設を検討します。今後
も必要に応じて注意喚起の表示の設置を検
討するなど、施設利用者等の交通安全に配
慮します。
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